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論文内容の要旨
喉頭癌は喫煙関連癌であることは臨床疫学からの情報から明らかである。しかし，喫煙のヒト喉頭に
及ぼす影響については不明のままである。本研究の目的は喫煙の喉頭に及ぼす影響を知り，さらに癌発
生母地としての扇平上皮化生の状況，および発癌との関係を解明することにある。
[方法ならびに成績]
本研究に用いたのはヒト喉頭153例であった。 A群すなわち対照群は，剖検にて摘出され肉眼的に癌
の認められなかった非担癌喉頭標本56例(年齢 O 歳--84歳，男37例，女19例)であった。 B群は喉頭全
摘出を施行した担癌喉頭標本97例(年齢36--85歳，男90例，女 7 例)であり，その内訳は声門上癌43例，
声門喉54例であった。
喫煙の調査は患者本人もしくはその家族に面接して詳細に問診した。喫煙量の表現方法としては 1 日
喫煙本数×喫煙年数で示される Brinkman Index (B.I.)を用いた。
病理組織学的研究方法として，線毛上皮と肩平上皮を染め分けて喉頭全体の両上皮の分布を容易に把
握できる pyronine Y染色と alcian blue/ phloxine二重染色による臓器大染色法を用いた。この方法に
より，肩平上皮化生の進展度を 5 型( 1 型:小児化生型， IT型:辺縁部化生型， m型:島唄状化生型，
W型:高度化生型， V型:全化生型)に分類した。
つぎに，摘出喉頭標本を縦軸方向で 7 ブロックに分割して，その大切片標本を作成し，その上皮の病
変について詳細な病理組織学的検討を行った。
A. 喉頭癌患者の喫煙率およびB. I.
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大阪大学および大阪府立成人病センターにて治療した喉頭癌患者 (1958.._，82 ， N =1 ， 509) の喫煙
率は97.3% (男98.5%，女86.8%) であった。 B.I.は全体では1 ，109 :t 572であり，声門上癌1 ，234 :t579 , 
声門癌1，021 :t 489で前者が後者に比べて有位に高値であった (P<O.Ol)。
B. 非喫煙者喉頭癌の特徴
非喫煙者喉頭癌は2.7% (40/1 ， 509) であった。その特徴は声門癌が多く (87.5%)，その91.4% は
T1 の早期癌であった。性別差は男女とも 20例で 1 : 1 と全く差は認められなかった(喫煙者群では
10: 1)。
c. 喫煙と肩平上皮化生の関係
1. 非担癌喉頭(対照群)について=A群
a. 非喫煙者喉頭について
26例(男 9 例，女17例， 0 .._，84歳)の化生型分布は I 型12例， II 型13例， m型 1 例であり， 80 
歳代の 1 例 (m型)以外は全て 1 ， II型であった。そしてE型は全て30歳以降にみられた。
b. 喫煙者喉頭について
30例(男28例，女 2 例， 32.._，82歳)の化生型分布は I 型 3 例， II 型15例， m型11例， IV型 1 例
であり， m型が37%にみられた。しかしW型以上は 1 例のみであった。
c. B.I.と肩平上皮化生
各化生型の B.I.は I 型 (N= 15) 1l4:t237 , II型 (N=28例) 504 :t625 , m型 (N=12) 983 
:t 1,174, IV型 (N= 1) 1 ， 700であり，各化生型聞の B.I.に有意差はみられなかったが，化生が
進展したものほどB.I.の平均値は高値を示した。
2. 担癌喉頭について=B群
a. 化生型分類
声門上癌の67.4% (29/43) がV型，声門癌の59.3% (32/54) がE型と各々最多数を占めて
し、 fこ o
b. B.I.と扇平上皮化生
各化生型別のB.I.は，声門上癌では I 型 (N= 1) 600 , m型 (N= 7) 707 :t369 , IV型 (N=
6) 1,093 :t554, V型 (N=29) 1 ， 316 土 581，声門癌では I 型 (N= 3 ) 927 土482 ， II 型 (N=
11) 981 :t 252, m型 (N=32) 1,018 :t502, IV型 (N= 6) 1, 148:t602, V型(N = 2) 783:t 60 
であった。とくに声門上癌V型の B.I.は声門癌E型，非担癌E型の B.I.と比べて有意に高値(各々
P <0.04 , P <0.004) であった。
D. 喫煙者喉頭の病理組織学的所見
1. 線毛上皮の部分に異型性は殆んどみられなかったが，肩平上皮の部分には種々の異型性 (hyper-
plasia, dysplasia , carcinoma in situ , microinvasive carcinoma) が観察された。
2. 肩平上皮化生は凸面部分(仮声帯，喉頭蓋茎)に多くみられ，凹面部分(喉頭室)は安定した線
毛上皮が保たれていた。
3. 扇平上皮化生が広汎に進展したものに，上皮の異型性が多い傾向がみられた。
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4. 高度喫煙者 CB.I.孟 1 ， 500) の喉頭34例について，声門上部，声門部の各上皮の異型度を各々 4 graｭ
des , 3 grades に分類して，異型度の評価を試みた。その結果，前者ではgrade 1 : 3 例， grade 2 : 
14例， grade 3 : 5 例， grade 4 : 10例，後者ではgrade 1 : 13例， grade 2 : 8 例， grade 3 : 7 
例であり，両者とも半数近くに異型性の冗進がみられた。とくに声門上癌ではgrade 4 が50% C 8 
/16) であり，声門癌の8.3% C 1 /12) と比較した高率であった。
5. 高度喫煙者では多中心性発癌が20.6% C 7 /34) を占め，一般の喉頭癌の場合の10% と比較して
2 倍高率であった。
[総括]
喫煙が喉頭に及ぼす影響は 1 )扇平上皮化生促進作用(過度の喫煙によって声門上部は全領域に化生
が進展する=咽頭・食道上皮化生)， 2) 発癌促進作用である。
論文の審査結果の要旨
喫煙が喉頭癌の危険因子であることは疫学や動物実験による基礎医学の分野から解明されているが，
臨床的研究は未だみられない。
本論文ではヒト喉頭に及ぼす喫煙の影響，とくに肩平上皮化生(以下，化生と略す)との関係につい
て臨床病理学的に検討した。
臓器大染色法による声門上部の化生の進展度分類を行ない，喫煙量 CBrinkman 指数)との関係を検
討した結果，喫煙には化生促進作用があることが明らかとなった。また，喉頭の段階的大切片標本を検
討した結果，とくに高度喫煙者において，化生上皮の異型性の冗進が高率にみられ，喫煙には発癌促進
作用もあることが判明した。
この成果は，ヒト喉頭に対する喫煙の影響を解明した点で臨床的意義が大きく 学位に値するものと
考えられる。
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